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研究成果の概要（和文）：環境教育プログラム作成のための西表島産植物の教材研究と西表島で
の酸性雨関連研究を展開した。前者はここで概略を報告するが、後者についてはホームページ
での紹介とする。さらに、地域の環境教育という面で、現在使用されている小学校理科教科書
での野生生物と地名の記載が公正さを欠いている状況を明らかにしたが、この解決策として地
方版教科書の作成を提言した。 
 
 
研究成果の概要（英文）：For the program of environmental studies in Iriomote Island, plants 
native to the island were examined in the aspect of teaching materials. The results are 
shown in our website. Land water in the island was examined for the analysis of acid rain, 
and the results were briefly mentioned in this report. The textbooks of science at 
elementary schools are not fair in the easiness of access to wildlife and frequency of 
appearance in place names. It is recommended to have textbooks specially oriented to 
target regions. 
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１．研究開始当初の背景 
 当研究は総合地球環境学研究所の西表で
展開されたプロジェクト（亜熱帯島嶼におけ
る自然環境と人間社会システムの相互作用）
の経験を基に進められた。研究代表者は環境
保全には、対象となる地域で住民が自然環境
への知識を深め、これに誇りを持つことが極

めて重要で、一方、地域の経済的自立が伴っ
ていなければ保全は進みようがないと信じ
ている。自然環境の研究と地域の経済振興が
結びつくことを期待して、酸性雨関連の水の
研究、環境教育プログラム作成のための植物
教材研究を展開した。前者はここで概略を報
告とするが、後者についてはホームページで
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の紹介とする（ホームページに含まれている
ソテツの映像は学術的に極めて重要であ
る；ホームページの内容は地域の学校・社会
教育の場でも頻繁に紹介してきた）。 

さらに、地域の環境教育という面で、小学
校理科教科書に改善しなければならない点
があると考えていたため、この研究も展開し
た。この研究は極めて重要であるので、この
報告書の主要な記載となる。下記の２～４の
記述で、水の研究については（１）、小学校
理科教科書の改善の研究については（２）と
なる。 
（１）総合地球環境学研究所の研究で西表島
に酸性雨が年間を通して降っていること、土
壌が酸性雨に対して緩衝能力が低いことが
分かっていたが、この研究の発展研究を進め
た。 
（２）研究代表者は教科書用図書検定調査審
議会専門委員を数期努め、小学校の理科教科
書に記載される野生生物とそれらが地域的
に容易に観察されるかについて、配慮が欠け
ていると考えており、この改善をしなければ
ならないと考えていた。さらに、河川、山等
の地名等の記載でも、配慮に欠けていると推
測していた。 
 
 
２．研究の目的 
（１）酸性雨の影響が及ぶ遊休地、田畑等の
様々な土壌で pH を測定し、現状を明らかに
した（環境保全には地域の経済的な自立が必
須であるため、敢えて田畑も土壌採取地とし
た）。 
 酸性雨原因物質の起源地を特定すること
は必須の情報で、これを連携研究者の協力を
得て進めた。 
（２）本来、日本全国のどの地域の児童でも、
教科書に記載される野生生物には同程度に
アクセスできるべきである（当然、生物の分
布域からの制約は受ける訳ではあるが）。現
行の教科書で（小学校は平成 23 年 4 月から
全面改正）、まず現状を調べ、アクセスの容
易さを調べた。 
 野生生物のアクセスの容易さと同様に、河
川、山、また市町村・県名、都市名などがど
のような頻度で教科書に記されているかも
調べ、この面での公正性も調べた。 
 
３．研究の方法 
（１）土壌の酸性雨に対する緩衝能力の現状
を明らかにするため、西表島西部の遊休地、
田畑から土壌を採取し、一般的な方法に従っ
て蒸留水に溶かして pH を測定した。調査し
た地点は 57 地点の複数箇所、342 箇所であっ
た。 
 西表島の東部と西部の二箇所に空中を飛
来する酸性雨原因物質と酸性雨をトラップ

する装置（タンク）を設置し、毎月二度定期
的にタンクに溜まった水を回収した。回収し
た水は重量を測定した後に、連携研究者に送
り、硫黄の同位体測定から原因物質の由来域
の解明を進めた。 
（２）現行の小学校理科教科書（3年生から
6年生）は 6社から出版されている。各教科
書（合計 24）で、記載されている野生生物を
挙げ、これらの各々が北海道、東北、関東、
北陸・中部、近畿、中国・四国、九州、奄美・
沖縄、先島（区分には生物学的な分布境界線
も考慮している）のどの地域に分布している
か図鑑等で調べ、分布している場合は１のス
コアとし（同種が複数回記載されても 1）、分
布していない場合は 0のスコアとした。スコ
アを各地域ごとに合算すると、対象とした教
科書に記載されている総ての野生種に対す
る地域ごとのアクセスの程度の概略が示さ
れる。 
 さらに、教科書ごとに、記載されている全
ての地名を挙げ、これの属する都道府県別に
スコア 1として記録した。河川、山など複数
県にまたがる場合はそれぞれの県のスコア
とし、同一地名でも、学習内容が異なる場合
には、内容ごとにスコアとした。教科書は都
道府県内の採択地区によって選定されるが、
採択地域ごとに選定教科書を調べ、地名記載
の頻度と比較をした。 
 
４．研究成果 
（１）土壌 pH は西表島西部の土壌の元々の
特性を反映して多くが酸性を示したが、一番
低い数値は 4.6 で、アルカリ側で一番高い数
値は 8.0 であった。後者は、畑地からの数値
で土壌改良材等の影響と考えられる。畑地、
田での調査結果は各栽培者に提供して栽培
上での参考としてもらっている。総ての土壌
採取地点は GPSによって記録されているため、
５年後等にもう一度調査をし、数値の変化を
比較する予定である。 
 酸性雨原因物質の多くは、華北部から由来
することが確認され、華南部、台湾からの由
来も示唆された。原因物質の由来を気団の動
きと関連づけて説明することもできた。西表
島の土壌の緩衝能力の低さから（今回の pH
測定でも確認）、飛来する酸性雨原因物質の
量が減りそうにない現状では、西表島で新た
に酸性雨原因物質を放出して状況を悪化さ
せることのないように、折りに触れて注意を
喚起する必要があると考えている。 
（２）各教科書で、全ての記載野生物のアク
セスのランクをつけると、関東と近畿で極め
て高く、北海道、奄美・沖縄、先島で低く、
東北、北陸・中部、中国・四国、九州で中位
となる。表現を変えれば、関東、近畿の児童
は観察しよう思えば、教科書に載っている野
生生物のほぼ全てを近隣地域で見ることが



 

 

できるが、北海道、奄美・沖縄、先島の児童
は見れない野生生物が多いということにな
る（概して 1/3 が見れない）。東北、北陸・
中部、中国・四国、九州は二者の中間となる。
下記の表は、ある教科書会社の 3 年生から 6
年生分をまとめて示しているが、この会社の
教科書は長野県用に特化しているため、北
陸・中部のアクセス率（近隣地域で見られる
種数、スコア 161／教科書に記載された総種
数 161）が 100%となっている。この表にあ
る北海道の数値は他の会社の教科書に比べ
て高い数値（89%）であるが、これは長野県
の寒冷な気候が、北海道の気候と類似してい
るためと考えられる。 
 なお、3 年生から 6 年生までまとめた 6 教
科書会社別の記載野生生物数は、総称名も 1
とスコア化して、109、119、141。161、166、
220 となっている。 
 地名表記を教科書会社ごとにまとめてス
コア表記すると、この観点の特徴が明瞭に示
される。3 年生から 6 年生までまとめると、5
社で東京都内にある地名の記載数が一番で、
5 社の合計が 167 である（長野県に特化した
教科書会社の教科書では、長野県が一番で 22、
東京都は 3）。同様な合算でのスコア値が最も
低いのは鳥取県で、この県での記載はたった
1 社で、4 年生から 6 年で 1 回ずつ、従って、
スコアは 3 である。概観としては関東でのス
コアが高いが（埼玉県 61、神奈川県 65）、他
の大都市を抱えた府県のスコアはそれほど
高くない（愛知県 23。大阪府 34、福岡県 28）。 
 5 教科書会社の教科書には、3 年生から 6
年生までをまとめても全く記載の無い県が
あり、それらの県の数は、5、7、13、14、37
となる（37 は長野県に特化した教科書会社）。
予想していたことではあるが、教科書採択地
区にどのような頻度でその地域の地名が記
載されているかは、教科書の採択と強い関わ
りがあることが確認された。例えば、奈良県
では、この県の地名の記載がある教科書は 1
社だけであるが、18 総ての採択地区でこの教
科書が採択されている。また、前記の鳥取県
では 4 採択地区の内 3 地区で地名の記載があ
る教科書が採択されている。 
 教科書に記載されている野生生物は、それ
ぞれを教材として捉えるべきである。教育の
公正性からは、全国の児童が野生生物に同等
にアクセスできることが理想と言えるが、野
生生物の各々は各々の分布域を有していて、
同等のアクセスは難しい。全国の児童を対象
とした教科書では、ある地域に焦点を絞ると
（現行では、関東、近畿）、他の地域には十
分に対応することができない。長野県特化教
科書のように、地域を特定した教科書は（長
野県での採択率はほぼ 100%であるが、他都
道府県では 0%）、その地域の児童には野生生
物にアクセスしやすい。地理的、気候的な理

由で、特徴的な野生生物が生育する北海道、
沖縄県では真剣に地域に特化した教科書を
考えるべきであろう。地域特化版となると、
記載される野生生物がアクセスしやすいば
かりか、野生生物が身近な存在である場合が
多く、多方面から様々な関連情報が得やすく、
学習効果の向上が期待される。小学校の理科
教科書では、気候区に関連した学習内容がな
いので、気候区に限定されるような生物（自
然環境）を無理に記載する必要はない。 
 全国版の教科書では、地名についてもアク
セスの点で公正な記載がし難いという野生
生物と同じ問題を抱えている。また、身近な
地名で学習すると、関連した情報が多方面か
ら得られるというメリットも生じる。川にあ
る石や砂、蛇行などは、名前しか知らない（し
ばしば名前すらも知らない）遠い地域の川で
学ぶより、身近な、少なくとも同一地方のテ
レビ・新聞で何度も見たり聞いたりしている、
あるいは遊んだことのある川で、学んだ方が
はるかに興味が維持され、学習効果の向上が
期待される。 
鳥取県の児童が日本では小学校理科の教

科書が 6 社から出版されていて、自分達が 1
社 3 回、一方、東京の児童は 6 社 167 回に接
することのできる状況を知ったらどのよう
に感じるであろうか。鳥取県の他にも記載の
少ない県はいくつもある。 
 教科書会社は周到に記載する野生生物の
種類とアクセスのしやすさを調べて、教科書
に反映していることだろう。地名については、
これがより徹底されていると推測される。総
ての都道府県の地名が妥当な程度教科書に
記載されることが理想であるが、現行の教科
書はこの理想から大きくかけ離れている。教
科書会社によっては地名の記載によって販
路を拡大しようとしている意図が伺われる。
野生生物の観点を含めて、現在の状況を国民
がより深く理解する必要があろう（この観点
の論文を準備中）。一方、小学校の社会科、
特に歴史では、近畿圏等の地名記載が多いで
あろうから、地名については、この点を考慮
する必要があるかも知れない。 
 研究代表者は沖縄県に在住であるため、前
記の考えの具体化のために沖縄県版の理科
教科書を作る活動を展開することにしてい
る。長野県版の教科書の存在は、強い支えと
言える。沖縄地域版（北海道版等でも）に関
係する分野は、生物学、地学、気象学が主と
なるため、現行教科書の大幅な改善とはなる
が、改訂的な手法で出版は可能と考えている。
なお、長野県版教科書の出版社は小学校 1 年
生から 2年生対象の生活科の教科書を出版し
ているが、中学校理科は出版していない。こ
れは小学校で興味を引きやすい身近な野生
生物、地名で学習を始め、中学生では対象生
物・地域を広げるという方針の下での対応と



 

 

推測される。 
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